
������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青
木
一
彦
事
務
局
長
（
参

議
院
議
員
）
の
司
会
で
議
事

が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
、
衛

藤
会
長
か
ら
「
昨
年
１１
月
に

行
っ
た
鈴
木
財
務
大
臣
ほ
か

財
務
省
に
対
す
る
申
し
入

れ
、
１２
月
に
実
施
し
た
熊
本

県
に
お
け
る
漁
港
視
察
と
現

地
意
見
交
換
会
な
ど
の
重
要

な
活
動
に
、
多
く
の
先
生
方

に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
す
る
。
昨
年
は
、
原
材

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
な

ど
、
水
産
業
に
と
っ
て
も
激

動
の
１
年
で
あ
っ
た
。
一
方
、

３
月
に
は
新
た
な
水
産
基
本

計
画
と
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
が
策
定
さ
れ
、
水
産
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
の

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

年
で
も
あ
っ
た
。
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
で
も
、
グ
リ

ー
ン
化
の
推
進
、
漁
港
と
地

域
資
源
を
生
か
し
た
『
海
業

（
う
み
ぎ
ょ
う
）
』
の
振
興

な
ど
新
た
な
観
点
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
令
和
５
年

度
予
算
の
政
府
原
案
で
も
、

厳
し
い
編
成
環
境
の
中
、
皆

さ
ん
の
協
力
で
こ
れ
ら
施
策

に
ふ
さ
わ
し
い
額
を
確
保
で

き
た
と
確
信
し
て
い
る
。
全

国
各
地
の
水
産
業
及
び
漁
村

を
守
り
、
支
え
る
と
の
観
点

か
ら
、
水
産
業
を
支
え
る
各

地
域
に
活
力
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
の
積
極
的
活
動
を
お
願
い

し
た
い
」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
勝
俣
孝
明
農
林
水

産
副
大
臣
か
ら
、
「
令
和
５

年
度
水
産
公
共
予
算
の
確
保

に
当
た
っ
て
は
、
緊
急
特
別

決
議
や
財
務
大
臣
へ
の
申
し

入
れ
な
ど
力
強
い
ご
支
援
を

頂
い
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
す

る
。
長
期
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
『
海
業
』
に
つ
い
て

の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
今

国
会
に
漁
港
漁
場
整
備
法
等

の
改
正
案
の
提
出
を
予
定
し

て
い
る
。
先
生
方
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
し
っ
か

り
と
進
め
て
参
り
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
青
木
事
務
局
長

が
令
和
４
年
度
の
会
務
・
会

計
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、

現
在
の
会
員
総
数
は
１
４
１

名
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

た
。次

に
、
田
中
郁
也
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
、
令
和
５
年

度
水
産
基
盤
整
備
関
係
予
算

概
算
決
定
と
令
和
４
年
度
第

２
次
補
正
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、

漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産

業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
の
骨
子
に
つ

い
て
趣
旨
や
内
容
の
説
明
を

行
っ
た
。

続
い
て
団
体
か
ら
発
言
が

有
り
、
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
橋
本
牧
会
長
か

ら
、
「
令
和
５
年
度
の
予
算
、

４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で

は
、
必
要
な
額
を
確
保
し
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
期
計
画
で
推
進
が

位
置
付
け
ら
れ
た
『
海
業
』

に
つ
い
て
は
、
漁
村
の
活
性

化
に
有
効
で
あ
る
と
各
地
で

期
待
が
大
き
い
。
実
現
に
は

様
々
な
課
題
が
有
る
が
、
法

律
の
改
正
は
課
題
解
決
に
重

要
で
あ
る
。
是
非
と
も
先
生

方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指

導
を
賜
り
た
い
」旨
述
べ
た
。

ま
た
、
大
日
本
水
産
会
の

内
海
和
彦
専
務
は
、
「
沿
海

市
町
村
は
地
域
振
興
を
図
る

上
で
漁
港
エ
リ
ア
に
対
す
る

期
待
が
高
い
。
『
海
業
』
の

推
進
は
重
要
で
あ
る
の
で
法

律
の
改
正
は
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
の
大
森
敏
弘
専

務
が
、
「
漁
港
を
活
用
し
た

『
海
業
』
の
推
進
は
地
域
全

体
の
付
加
価
値
を
高
め
、
地

方
創
生
に
繋
が
る
大
変
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
法
律

の
改
正
に
賛
同
す
る
。
漁
協

を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
。
長
期
に
渡
る
占
用

な
ど
も
可
能
に
な
る
の
で
、

導
入
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
漁

業
関
係
者
と
の
調
整
が
重
要

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

出
席
議
員
か
ら
は
、
「
最

長
３０
年
の
活
用
が
可
能
と
な

れ
ば
、
経
営
環
境
の
変
化
等

に
よ
り
施
設
が
遊
休
化
す
る

な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
撤

去
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
も
し
っ
か
り

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
、

「
現
在
有
る
施
設
を
漁
協
が

撤
去
し
、
そ
こ
に
新
た
に
民

間
が
『
海
業
』
の
施
設
を
作

る
場
合
の
撤
去
費
用
に
つ
い

て
も
補
助
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
意
見
・
要
望
が
出

さ
れ
た
。
法
律
の
改
正
案
の

条
文
案
に
つ
い
て
は
衛
藤
会

長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
了

承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
衛
藤
会
長
が
、

「
議
員
連
盟
と
し
て
は
、
ご

意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
の
完
全
達
成
に
向
け
て
、

皆
様
方
と
共
に
汗
を
か
い
て

ま
い
り
た
い
の
で
会
員
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
、総
会
は
閉
会
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
４０

名
は
次
の
通
り
（
順
不
同
、

敬
称
略
）

〔
衆
議
院
議
員
〕

井
林
辰
憲
、
今
村
雅
弘
、

衛
藤
征
士
郎
、
小
里
泰
弘
、

加
藤
竜
祥
、
勝
俣
孝
明
、
金

子
恭
之
、
金
田
勝
年
、
神
田

潤
一
、
國
場
幸
之
助
、
田
村

憲
久
、
高
見
康
裕
、
武
部
新
、

中
村
裕
之
、
根
本
幸
典
、
長

谷
川
淳
二
、
平
口
洋
、
藤
井

比
早
之
、
宮
内
秀
樹
、
宮
澤

博
行
、
森
英
介
、
保
岡
宏
武

〔
参
議
院
議
員
〕

青
木
一
彦
、
石
井
正
弘
、

江
島
潔
、
加
田
裕
之
、
北
村

経
夫
、
上
月
良
祐
、
進
藤
金

日
子
、
末
松
信
介
、
高
橋
は

る
み
、滝
沢
求
、滝
波
宏
文
、

長
峯
誠
、
藤
木
眞
也
、
舞
立

昇
治
、
山
下
雄
平
、
山
本
啓

介
、
山
本
佐
知
子
、
山
本
順

三
代
理
出
席
は
３４
名
。

政
府
側
出
席
者
も
記
載
。
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
２
月

１６
日
午
後
５
時
か
ら
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
会
議
室
で
総
会
を
開
き
、
令
和
４
年
度

の
会
務
・
会
計
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
水
産
基
盤
整
備
関
係
予
算
案

等
と
漁
港
漁
場
整
備
法
等
の
改
正
案
に
つ
い
て
水
産
庁
か
ら
聴
取
し
意
見
交
換
し
た
。

第
６４
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
２
日
午
後
２
時
か
ら
東

京
神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
１

号
館
会
議
室
で
、
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
の
役
職
員
等

約
６０
名
が
集
ま
り
３
年
ぶ
り

に
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
橋
本
牧
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が
、

「
３
年
間
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
出
口

が
見
え
て
き
て
お
り
、
社
会

・
経
済
活
動
も
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
で
は
あ
る
が
再
開
で
き
る

と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

水
産
業
や
そ
の
関
係
業
界
に

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
有
っ

た
が
、
復
活
さ
せ
る
た
め
に

様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

協
会
は
、
昨
年
８
月
神
田

に
移
転
し
た
が
、
漁
港
関
係

の
団
体
の
多
く
が
こ
の
周
辺

に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
、

連
携
を
強
化
し
た
い
。

水
産
施
策
面
で
は
、
環
境

の
変
化
に
よ
る
主
要
魚
介
類

の
低
迷
を
漁
場
環
境
の
改
善

で
解
決
で
き
な
い
の
か
、
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
実
効
性
の
高
い
施
策
は

何
な
の
か
、
研
究
し
て
浜
の

取
組
を
支
援
し
た
い
。
ま
た
、

『
海
業
』
の
再
ス
タ
ー
ト
に

よ
る
漁
村
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
沿
岸
地
域
の
海
に
か

か
わ
る
様
々
な
魅
力
を
持
っ

た
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
都

市
漁
村
交
流
を
再
び
盛
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
漁
港
・

漁
村
に
『
海
業
』
と
い
う
大

き
な
流
れ
を
作
り
だ
す
、
緊

急
性
の
極
め
て
高
い
課
題
に

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
田
中
郁
也

漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
は
、
国
も
対
面
で
の
集
ま

り
が
出
来
な
い
な
ど
、
業
務

の
執
行
の
上
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
が
、
そ
の
様
な
中
、

昨
年
の
３
月
に
新
し
い
長
期

計
画
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
出
来
る
だ
け
地

域
の
声
を
聞
い
て
施
策
に
反

映
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、

協
会
の
協
力
を
得
て
各
地
で

意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

た
。
ま
た
、
昨
年
の
１０
月
に

は
１
４
０
０
名
余
の
関
係
者

の
方
々
が
函
館
市
に
集
ま
り

盛
大
に
漁
港
漁
場
大
会
が
開

催
さ
れ
、
貴
重
な
提
言
を
取

り
ま
と
め
て
頂
い
た
。
今
後
、

こ
の
様
な
重
要
な
活
動
が
再

興
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
。

水
産
庁
で
は
、
大
会
の
提

言
の
趣
旨
を
現
在
審
議
さ
れ

て
い
る
令
和
５
年
度
予
算
案

の
水
産
基
盤
整
備
や
漁
村
整

備
関
係
の
中
に
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
『
海
業
』
振
興

の
一
環
と
し
て
、
漁
港
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
け
る
よ

う
な
仕
組
み
作
り
の
た
め
、

漁
港
漁
場
整
備

法
の
改
正
案
を

国
会
に
提
出
す

る
予

定

で

あ

る
。
新
し
い
仕

組
み
を
作
り
、

地
域
の
声
を
聞

い
て
、
し
っ
か

り
地
元
の
役
に

立
つ
事
業
を
進

め
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

新
し
い
長
期
計
画
も
新
し
い

法
律
に
基
づ
く
制
度
も
地
域

の
取
り
組
み
が
起
こ
ら
な
け

れ
ば
意
味
が
無
い
。
予
算
や

仕
組
み
を
浜
の
津
々
浦
々
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
ま
た
、
声

を
聞
い
て
進
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
国
会
で
法
案
が
通
っ
た

暁
に
は
、
全
国
漁
港
漁
場
協

会
の
力
を
お
借
り
し
、
各
都

道
府
県
の
浜
々
で
皆
さ
ん
に

し
っ
か
り
説
明
す
る
場
を
設

け
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
橋
本
会
長
が
令

和
５
年
度
の
運
営
方
針
と
し

て
①
漁
港
漁
場
協
会
の
活
動

の
方
向
性
②
令
和
５
年
度
に

向
け
て
③
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
④
「
海
業
」
の

振
興
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
令
和
４
年
度
事

業
報
告
、
令
和
５
年
度
の
運

営
方
針
、
事
業
計
画
案
及
び

会
費
案
等
に
つ
い
て
事
務
局

が
資
料
に
基
づ
き
説
明
し

た
。ま

た
、
今
年
１０
月
１８
日
に

東
京
都
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る
第
７２
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
水

産
庁
の
横
山
純
計
画
課
長
か

ら
「
『
海
業
』
の
推
進
に
つ

い
て
」
、
中
村
克
彦
水
産
施

設
災
害
対
策
室
長
か
ら
「
災

害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
強
化

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。
会
議
終
了
後
に

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
田

中
部
長
の
ほ
か
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
の
幹
部
も
参
加

し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

水
産
庁
は
令
和
４
年
度
漁

港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会
議

を
２
月
７
日
（
火
）
、
農
林

水
産
省
７
階
の
講
堂
で
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し

た
。
都
道
府
県
漁
港
漁
場
整

備
担
当
課
長
ら
関
係
者
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、
神
谷
崇
水
産
庁
長

官
の
挨
拶
を
中
村
隆
整
備
課

長
が
代
読
。
「
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
で
は
①

産
地
の
生
産
力
強
化
と
輸
出

促
進
に
よ
る
水
産
業
の
成
長

産
業
化
②
海
洋
環
境
の
変
化

や
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力

強
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
漁

業
生
産
の
確
保
③
『
海
業（
う

み
ぎ
ょ
う
）
』
振
興
と
多
様

な
人
材
の
活
躍
に
よ
る
漁
村

の
魅
力
と
所
得
の
向
上
と
い

う
３
つ
の
重
点
課
題
を
掲

げ
、
戦
略
的
か
つ
計
画
的
な

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン

化
の
推
進
や
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
社

会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
横
断
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
漁
港
に
お
け

る
『
海
業
』
推
進
に
向
け
、

漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産

業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
を
本
国
会
に

提
出
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
」
と
し
た
。

会
議
で
は
漁
港
漁
場
整
備

部
の
担
当
者
が
所
管
業
務
の

概
要
と
詳
細
を
説
明
し
た
。

始
め
に
計
画
課
が
令
和
５

年
度
予
算
概
算
決
定
等
の
概

要
（
水
産
基
盤
整
備
関
係
事

業
）
に
つ
い
て
報
告
。
続
い

て
▽
漁
場
整
備
の
効
果
把
握

の
徹
底
▽
漁
港
機
能
増
進
事

業
及
び
地
方
創
生
港
整
備
推

進
交
付
金
▽
海
業
の
推
進
▽

水
産
物
の
輸
出
促
進
対
策
及

び
水
産
基
盤
整
備
調
査
▽
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
等
▽

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
―
に
つ
い
て
話
し
た
。

整
備
課
か
ら
は
▽
藻
場
の

保
全
・
創
造
に
関
す
る
動
き

▽
磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会

の
案
内
▽
「
漁
港
・
漁
場
の

施
設
の
設
計
参
考
図
書
」（
黒

本
）
の
改
訂
▽
新
技
術
等
の

活
用
促
進
▽
水
産
基
盤
整
備

事
業
に
係
る
実
施
上
の
留
意

点
▽
市
町
村
支
援
▽
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事
業
及
び

直
轄
糸
満
漁
港
整
備
事
業
▽

水
産
庁
に
お
け
る
品
質
確
保

に
向
け
た
取
組
▽
会
計
実
地

検
査
―
に
つ
い
て
説
明
し

た
。防

災
漁
村
課
は
▽
令
和
５

年
度
漁
港
海
岸
事
業
関
連
予

算
▽
令
和
５
年
度
漁
港
関
係

災
害
復
旧
等
事
業
及
び
災
害

発
生
時
の
初
動
対
応
の
強
化

等
▽
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

及
び
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ

ラ
ン
▽
農
泊
（
渚
泊
）
推
進

対
策
▽
漁
村
整
備
事
業
▽
農

山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
▽

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
う

ち
地
方
創
生
汚
水
処
理
施
設

整
備
推
進
交
付
金
▽
水
産
業

競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備

事
業
▽
浜
の
活
力
再
生
・
成

長
促
進
交
付
金
の
う
ち
水
産

業
強
化
支
援
事
業
▽
離
島
漁

業
再
生
支
援
等
交
付
金
―
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
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水

産

庁

漁港漁場事務担
当者会議を開催

３年ぶりに対面で開催された
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（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
令
和
５
年
１
月
２４

日
、
「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｎ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
ホ
テ

ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催

し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
水
産

資
源
を
育
み
、
元
気

な
水
産
業
と
漁
村
の

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

向
け
て
の
新
水
産
基

本
方
針
と
新
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
並

び
に
水
産
政
策
改
革

な
ど
の
展
開
方
向
と

の
連
携
と
と
も
に
、

新
た
な
活
路
の
発
見

と
探
求
及
び
情
報
の

共
有
化
に
寄
与
す
る

た
め
に
必
要
な
最
新

情
報
な
ど
を
提
供

し
、
長
崎
県
水
産
業

の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
、
「
賑
わ
う
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
づ
く
り
を

目
指
す
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

会
員
等
関
係
者
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
で
約
９０
名
が
参

加
し
た
。

今
回
の
同
ス
ク
ー
ル
は
長

崎
県
、
長
崎
県
市
長
会
、長
崎

県
町
村
会
、長
崎
県
海
区
漁
協

長
会
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参

事
会
の
後
援
を
得
て
行
っ
た
。

開
校
に
先
立
ち
主
催
者
を

代
表
し
比
田
勝
尚
喜
会
長

（
代
読
・
川
田
信
英
専
務
理

事
）
の
挨
拶
の
あ
と
、
参
加

者
は
講
師
８
名
の
講
演
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
４
部
構
成

で
、
１３
時
１０
分
～
１７
時
３０
分

ま
で
行
わ
れ
た
。

演
題
と
講
師
な
ど
の
概
要

は
次
の
通
り
。

○
第
１
部

新
年
度
予
算

情
報
先
取
り
講
座

・
令
和
５
年
度
予
算
概
算
決

定
等
の
概
要
（
水
産
基
盤
整

備
関
係
事
業
）

水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
事
業

班
長（
課
長
補
佐
）
中
西
豪

○
第
２
部

新
長
期
計
画

政
策
海
業
講
座

・
海
業
の
推
進
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課
利
用
調
整
班
長
（
課
長

補
佐
）
河
野
大
輔

○
第
３
部

海
業
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座

・
剣
先
イ
カ
釣
り
の
裏
作
に

遊
漁
船
業
を
取
込
ん
だ
状
況

平
戸
市
早
福
漁
港
船
籍
「
吉

宗
」
船
長

江
川
重
明

・
地
域
と
連
携
で
海
浜
資
源

の
売
込
み

諫
早
湾
漁
業
協

同
組
合
職
員

鶴
田
政
文

・
環
境
変
化
に
悩
み
新
政
策

「
海
業
」
へ
の
活
路

有
明

漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長

本
田
順
也

・
先
輩
組
合
長
・
町
長
の
知

恵
に
始
ま
る
漁
船
の
遊
漁
案

内
業

島
原
半
島
南
部
漁
業

協
同
組
合
参
事

吉
田
亜
紀

彦
、（
一
社
）
南
島
原
ひ
ま
わ

り
観
光
協
会
事
務
局
長

田

口
克
哉

・
対
馬
の
地
域
資
源
を
海
業

へ
育
て
る
取
組
状
況

対
馬

市
国
境
の
島
・
海
の
魅
力
発

信
隊
隊
員
、
有
限
会
社
丸
徳

水
産
代
表
取
締
役
専
務

犬

束
ゆ
か
り

・
協
会
活
動
に
お
け
る
海
業

へ
の
期
待

（
一
社
）
長
崎

県
漁
港
漁
場
協
会
事
務
局
長

川
田
信
英

○
第
４
部

参
加
者
と
講

師
に
よ
る
意
見
交
換
会

・
賑
わ
う
漁
港
漁
場
漁
村
を

目
指
し
、
海
業
の
情
報
共
有

化
と
取
組
み
の
推
進
を
期
す

る
も
の

水
産
庁
は
令
和
４
年
度
磯

焼
け
対
策
全
国
協
議
会
を
２

月
１０
日
（
金
）
、
東
京
大
学

伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
（
東
京
都

文
京
区
）
で
開
催
し
た
。
約

２
５
０
人
の
関
係
者
が
参
加

し
、
各
地
域
か
ら
の
報
告
に

耳
を
傾
け
た
。
議
事
は
次
の

通
り
。

（
１
）
磯
焼
け
対
策
に
関

す
る
各
地
域
か
ら
の
報
告

�
徳
島
県
の
岩
礁
性
藻
場
と

磯
焼
け
対
策
～
現
状
と
藻
場

増
強
の
取
組
事
例
～

徳
島

県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー

吉
見
圭
一
郎

�
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
磯
焼
け

対
策
へ
の
活
用

神
奈
川
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

木
下

淳
司

�
ヒ
ジ
キ
の
種
苗
生
産
の
安

定
化
に
向
け
て
～
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と

メ
ジ
ナ
類
を
用
い
た
種
苗
生

産
技
術
開
発
～

（
国
研
）

水
産
研
究
・
教
育
機
構

水

産
技
術
研
究
所

野
田
勉

�
漁
港
施
設
を
活
用
し
た
藻

場
造
成
に
関
す
る
研
究

（
国
研
）
土
木
研
究
所

寒

地
土
木
研
究
所

森
健
二

�
江
の
島
に
お
け
る
磯
焼
け

対
策

江
ノ
島
・
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
マ
ン
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

北
村
治
之
、山
下
由
香
里

�
ウ
ニ
畜
養
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
た
漁
業
者
も
地
域
も
潤
う

磯
焼
け
対
策
～
大
分
と
山
口

で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
～

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス（
株
）

山
本

雄
万

�
三
重
県
熊
野
灘
に
お
け
る

藻
場
再
生
・
維
持
活
動
～
Ｊ

ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
報
告
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｓ
Ｅ
Ａ
藻

鈴

木
望
海

（
２
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
海
水
温
上
昇
に

対
応
し
た
藻
場
の
保
全
・
創

造
に
つ
い
て
」

①
話
題
提
供
「
高
水
温
に

強
い
藻
場
造
成
へ
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
」
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
整
備
課

不
動

雅
之②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉
東

京
海
洋
大
学

藤
田
大
介

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉
三
重
大
学

倉
島
彰
、
（
公
財
）
海
洋

生
物
環
境
研
究
所

馬
場
将

輔
、
神
奈
川
県
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー

木
下
淳
司
、
（
国

研
）
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
技
術
研
究
所

野
田

勉
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
整
備
課

不
動
雅
之

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）で
は
、
２
月
７
日（
火
）

に
山
口
市
内
の
防
長
苑
に
お

い
て
、
県
及
び
市
町
の
漁
港

漁
場
関
係
担
当
者
約
４０
名
の

参
加
に
よ
る
令
和
４
年
度
漁

港
漁
場
関
係
業
務
研
修
会
を

開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
県
と
漁

港
漁
場
協
会
の
共
催
に
よ
り

毎
年
度
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
４４
回
目
と
な
る

（
令
和
２
年
度
（
４２
回
）
と

令
和
３
年
度
（
４３
回
）
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
書
面
開
催
）。

研
修
会
は
、
公
務
の
た
め

上
京
中
の
岡
本
勲
・
常
務
理

事
（
山
口
県
漁
港
漁
場
整
備

課
長
）
に
代
わ
り
、
鬼
村
敏

彦
・
山
口
県
漁
港
漁
場
整
備

課
副
課
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
山

口
県
職
員
に
よ
る
講
義
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
に
聴

講
し
て
い
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。＊

「
令
和
５
年
度
予
算
概

算
決
定
の
概
要
」
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場

整
備
課
整
備
班

主

査

中
島
和
正

＊
水
産
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場

整
備
課
整
備
班

主

任
技
師

坂
本
亮

＊
海
岸
事
業
、
漁

業
集
落
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

技
師

古
谷
昌
哉

＊
財
産
処
分
、
海
業
の
振

興
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

計
画
班

主
査

森
山
隆
浩

＊
漁
港
の
放
置
艇
対
策
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

漁
港
管
理
班

主
査

河
杉

剛

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
（
橋
本
牧
会
長
）

は
、
２
月
９
日
（
木
）
に
東

京
神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
２

号
館
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

形
式
で
、
水
産
庁
、
都
道
府

県
・
市
町
村
、
会
員
、
民
間

企
業
等
を
対
象
に
、
第
７
回

技
術
報
告
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
会
場
５６
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
は
１
０
０
名
と

な
り
こ
の
う
ち
都
道
府
県
・

市
町
村
か
ら
の
参
加
が
１
／

４
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
担

当
者
の
新
技
術
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
橋
本
会

長
は
、
新
技
術
研
究
会
が
取

り
組
む
漁
港
施
設
の
維
持
管

理
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

関
係
図
書
の
刊
行
や
漁
港
管

理
者
に
対
す
る
普
及
活
動
が

評
価
さ
れ
、
１
月
１３
日
に
第

６
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
大
賞
［
農
林
水
産
大
臣
賞
］

を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
関
係
者
へ
の
お
礼
と
と

も
に
「
漁
港
漁
場
漁
村
施
設

等
幅
広
い
分
野
の
維
持
管
理

へ
の
活
動
を
広
げ
た
い
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
「
新
技

術
研
究
会
は
、
水
産
業
が
直

面
す
る
課
題
に
対
し
、
省
人

化
、
防
災
減
災
対
策
、
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
水
産

環
境
改
善
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
の
課
題
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
。
本
日
の
報
告

が
、
水
産
や
漁
村
の
現

場
の
皆
様
の
ヒ
ン
ト
と

な
り
、
ま
た
皆
様
か
ら

頂
い
た
声
が
開
発
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し

た
。来

賓
と
し
て
参
加
し

た
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
整
備
課
の
中
村
隆

課
長
は
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
大
賞
［
農
林
水
産
大

臣
賞
］
の
受
賞
に
対
す
る
お

祝
い
に
続
き
、「
水
産
庁
は
、

今
年
度
よ
り
新
た
な
『
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
』
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
同
時
に
計
画

で
示
し
た
施
策
に
対
す
る
具

体
的
な
『
漁
港
漁
場
整
備
の

推
進
に
関
す
る
技
術
開
発
の

方
向
』
を
示
し
た
。
長
期
計

画
の
着
実
な
推
進
に
必
要
な

技
術
開
発
に
当
た
っ
て
は
、

水
産
庁
、
地
方
自
治
体
、
民

間
事
業
者
、
研
究
機
関
と
の

連
携
体
制
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
年
度
よ
り
新
技

術
研
究
会
と
連
絡
会
議
を
設

け
定
期
的
な
意
見
交
換
会
な

ど
に
よ
り
一
層
の
連
携
を
図

り
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

着
実
に
計
画
を
進
め
て
参
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

報
告
に
先
立
ち
情
報
提
供

と
し
て
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
整
備
課
の
田
村
真
弓
課

長
補
佐
よ
り
「
漁
港
漁
場
整

備
の
推
進
に
関
す
る
技
術
開

発
の
方
向
」
と
題
し
、
令
和

４
年
８
月
改
訂
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

報
告
会
は
２
部
構
成
で
開

催
さ
れ
、
第
１
部
の
研
究
部

会
報
告
で
は
、

①
鋼
構
造
物
の
機
能
保
全
Ｑ

＆
Ａ
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
研
究

部
会
）

②
荷
さ
ば
き
所
の
機
能
保
全

点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
衛
生
管

理
研
究
部
会
）

③
イ
ス
バ
ッ
シ
ュ
数
に
関
す

る
検
討
（
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
専

門
部
会
）

④
魚
礁
増
設
に
関
す
る
技
術

参
考
資
料
（
魚
礁
漁
場
専
門

部
会
）

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

第
２
部
の
水
産
公
共
関
連

民
間
技
術
の
紹
介
で
は
、

①
洗
掘
防
止
用
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
マ
ッ
ト
（
日
本
海
上
工
事

株
式
会
社
）

②
カ
ル
シ
ア
改
質
技
術
（
カ

ル
シ
ア
改
質
土
研
究
会
）

に
つ
い
て
概
説
し
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
２
月
７
日
（
火
）

和
歌
山
市
内
の
「
ホ
テ
ル

ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
和
歌
山

県
漁
港
漁
場
担
当
者
（
市
町

・
漁
業
協
同
組
合
）
研
修
会

を
開
催
し
た
。
当
研
修
会
は
、

県
と
漁
港
漁
場
協
会
の
共
催

に
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
県

及
び
市
町
並
び
に
漁
業
協
同

組
合
の
漁
港
漁
場
関
係
担
当

者
３４
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て

池
永
啓
一
・
県
港

湾
漁
港
整
備
課
長

の
挨
拶
に
続
い
て

講
義
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い

た
。今

年
度
は
、
水

産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
計
画
課
か
ら

西
�
孝
之
課
長
補

佐
を
講
師
に
迎
え
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。＊

海
業
の
推
進
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課

課
長
補
佐

西
�

孝
之＊

和
歌
山
県
の
磯
焼
け
対

策
の
取
組
に
つ
い
て

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
水

産
局
水
産
振
興
課
漁
場
整
備

班

主
任

山
田
哲
也

＊
水
産
基
盤
整
備
事
業

（
漁
港
）
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
漁
港
整
備
課

漁
港
整
備
班

主
査

西
山

善
幸＊

漁
港
施
設
の
財
産
処
分

に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
空
港
振
興
課

港
湾
管
理
班

副
主
査

橋

本
直
享

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
令
和
４
年
度
漁
港

漁
場
講
習
会
を
３
月
７
日

（
火
）
午
後
１
時
よ
り
、
協

会
会
議
室
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
す
る
。

こ
の
講
習
会
は
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
各
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
、
漁
業
協
同

組
合
、
民
間
企
業
の
担
当
者

が
参
加
し
、
水
産
庁
担
当
官

に
よ
る
予
算
の
概
要
を
は
じ

め
、
現
在
・
今
後
の
水
産
行

政
の
動
向
な
ど
を
中
心
に
、

事
例
紹
介
等
も
盛
り
込
ん
だ

幅
広
い
講
義
科
目
が
組
ま
れ

て
お
り
、
参
加
者
の
今
後
の

事
業
推
進
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
各

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
を

通
じ
て
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

多
数
の
方
々
の
参
加
を
お

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
に
対
し
て

は
受
講
の
た
め
の
接
続
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
３
月
２
日（
木
）に
申
込

者
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
予

定
。現

時
点
で
の
講
義
内
容
案

内
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
令
和
５
年
度
予
算
の
概
要

◎
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
の

振
興
に
つ
い
て

◎
漁
港
漁
場
に
関
す
る
調
査
・

技
術
の
紹
介
（
複
数
講
義
）
等

（
一
月
三
十
一
日
付
）

退
職
（
計
画
課
調
査
班
調

査
企
画
係
長
）
野
竹
育
美

（
二
月
一
日
付
）

計
画
課
調
査
班
調
査
企
画

係
長
（
漁
政
部
漁
業
保
険
管

理
官
付
共
済
班
引
受
係
長
）

石
橋
裕
美

技術報告会を開催

第
７
回
技
術
報
告
会
を
開
催

第７回
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技術報告会の様子

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

賑わいをテーマに開催

令
和
４
年
度
漁
港
漁

場
講
習
会
開
催
案
内

（
一
社
）漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会

第
７
回
技
術
報

告

会

を
開

催

漁 港 漁 場 月 報

令 和
４年度

担
当
者
研
修
会
を
開
催

約２５０人が参加した

山口県の研修会の様子

磯磯焼焼けけ対対策策全全国国
協協議議会会をを開開催催

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

水産庁

令 和
４年度

担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

水
産
庁
人
事
異
動

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

和歌山県の研修会の様子
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